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(百万円未満切捨て)

１．2022年７月期第２四半期の連結業績（2021年８月１日～2022年１月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年７月期第２四半期 568 － 45 － 51 － 41 －
2021年７月期第２四半期 － － － － － － － －

(注) 包括利益 2022年７月期第２四半期 41百万円 ( －％) 2021年７月期第２四半期 －百万円 ( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年７月期第２四半期 18.81 18.67

2021年７月期第２四半期 － －
(注) 当社は2021年７月期第２四半期については四半期連結財務諸表を作成していないため、2021年７月期第２四半

期の連結業績及び2022年７月期第２四半期の対前年同四半期増減率については、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年７月期第２四半期 596 84 14.1
2021年７月期 634 17 2.6

(参考) 自己資本 2022年７月期第２四半期 84百万円 2021年７月期 16百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年７月期 － 0.0 － 0.0 0.0

2022年７月期 － 0.0

2022年７月期(予想) － 0.0 0.0

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　

３．2022年７月期の連結業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,206 15.2 39 － 42 － 25 － 11.47

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年７月期２Ｑ 2,281,100株 2021年７月期 2,197,300株

② 期末自己株式数 2022年７月期２Ｑ －株 2021年７月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年７月期２Ｑ 2,199,122株 2021年７月期２Ｑ 2,197,300株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注意事項については、決

算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、経済及び社会的

活動に制限や停滞が生じていたものの、ワクチン接種などの各種感染防止策により、緩やかではあるものの景気

回復に向かっておりました。しかし、2022年の年明け以降、変異株の感染が急速に広まり、再び一部の経済活動

に制限がされるなど、先行きには留意が必要な状況であります。

当社グループの主要取引先である建設業界におきましては、公共建設投資は底堅く推移し、民間建設投資は

徐々に回復しつつあるものの、世界的な需要増加などによる原材料や建設資材価格の高騰、労務単価の上昇によ

り、予断を許さない状況が続いております。

このような経済環境の中で、当社グループは、ⅮⅩ（デジタルトランスフォーメーション）への取り組みを加

速させるため、ＢＩＭやＣＩＭといった３次元設計技術の体制強化及び最新デジタルコンテンツ技術（ＣＧ、Ｖ

Ｒ、ＡＲ、３次元測量など）の導入を積極的に行い、設計図面データとデジタルコンテンツ技術を融合させたビ

ジネスモデルの付加価値向上を図ってまいりました。継続的に人材採用や技術者育成に注力し、建設設計に関わ

るワンストップサービス（意匠設計、構造設計、施工設計、測量設計）の充実と企業価値の向上を目指します。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は568,073千円、営業利益は45,759千円、経常利益は

51,674千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は41,368千円となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間は四半期連結財務諸表の作成初年度であるため、前年同期との比較対比は行

っておりません。

当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は、以下のとおりであります。

①設計ソリューション事業

設計ソリューション事業の売上高は414,226千円、セグメント利益は98,716千円となりました。

②測量事業

測量事業の売上高は101,634千円、セグメント利益は27,027千円となりました。

③派遣事業

派遣事業の売上高は53,738千円、セグメント利益は11,215千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は487,835千円となり、前連結会計年度末と比べ25,375千円減少

いたしました。これは主に、売掛金及び契約資産が38,960千円、棚卸資産が24,433千円増加した一方で、現金及

び預金が89,458千円減少したことによるものであります。固定資産は109,114千円となり、前連結会計年度末と比

べ12,614千円減少いたしました。これは主に、有形固定資産が5,251千円、投資その他の資産が8,116千円減少し

たことによるものであります。

この結果、総資産は596,950千円となり、前連結会計年度末と比べ37,990千円減少いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は254,319千円となり、前連結会計年度末と比べ58,870千円減少

いたしました。これは主に、短期借入金が30,000千円、未払費用が10,512千円、その他が18,814千円減少したこ

とによるものであります。固定負債は257,851千円となり、前連結会計年度末と比べ46,717千円減少いたしまし

た。これは主に、長期借入金が44,344千円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は512,171千円となり、前連結会計年度末と比べ105,587千円減少いたしました。
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（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は84,778千円となり、前連結会計年度末と比べ67,597千円増

加いたしました。これは主に、資本金13,030千円、資本剰余金13,030千円が増加したことと、親会社株主に帰属

する四半期純利益41,368千円を計上したことにより、利益剰余金が同額増加したためであります。

この結果、自己資本比率は14.1％（前連結会計年度末は2.6％）となりました。

②キャッシュ・フローの概況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ89,458千円減少し、

196,602千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、30,822千円の支出となりました。これは主に、税金等調整前四半期純

利益51,649千円があった一方、売上債権の増加額38,960千円、棚卸資産の増加額24,433千円があったことによる

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、9,787千円の支出となりました。これは主に、無形固定資産の取得によ

る支出6,550千円、敷金の差入による支出2,004千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、49,006千円の支出となりました。これは主に、短期借入金の純減額

30,000千円、長期借入金の返済による支出42,844千円があった一方、株式の発行による収入26,061千円があった

ことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年７月期の連結業績予想につきましては、2021年９月14日付「2021年７月期決算短信」で公表いたしまし

た業績予想に変更はありません。

今後、業績予想を修正する必要が生じる場合は、速やかに開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

　流動資産

　 現金及び預金 298,060 208,602

売掛金 127,144 －

　 売掛金及び契約資産 － 166,105

　 棚卸資産 65,739 90,173

　 その他 22,629 23,349

　 貸倒引当金 △363 △394

　 流動資産合計 513,211 487,835

　固定資産

　 有形固定資産 42,843 37,591

　 無形固定資産 30,458 31,212

　 投資その他の資産 48,427 40,310

　 固定資産合計 121,728 109,114

　資産合計 634,940 596,950
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

負債の部

　流動負債

　 短期借入金 60,000 30,000

　 １年内返済予定の長期借入金 82,016 83,516

　 未払費用 77,663 67,150

　 賞与引当金 13,440 12,660

　 受注損失引当金 15,991 15,728

　 その他 64,079 45,264

　 流動負債合計 313,190 254,319

　固定負債

　 長期借入金 282,753 238,409

　 資産除去債務 12,962 12,979

　 その他 8,853 6,462

　 固定負債合計 304,568 257,851

　負債合計 617,759 512,171

純資産の部

　株主資本

　 資本金 81,001 94,031

　 資本剰余金 25,426 38,457

　 利益剰余金 △89,632 △48,264

　 株主資本合計 16,795 84,225

　その他の包括利益累計額

　 為替換算調整勘定 △164 3

　 その他の包括利益累計額合計 △164 3

　新株予約権 550 550

　純資産合計 17,181 84,778

負債純資産合計 634,940 596,950
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 2021年８月１日
至 2022年１月31日)

売上高 568,073

売上原価 382,405

売上総利益 185,668

販売費及び一般管理費 139,908

営業利益 45,759

営業外収益

　 受取利息 27

　 補助金収入 5,161

その他 3,299

営業外収益合計 8,488

営業外費用

支払利息 2,081

　 その他 491

営業外費用合計 2,573

経常利益 51,674

　特別損失

　 固定資産除去損 25

　特別損失合計 25

税金等調整前四半期純利益 51,649

法人税、住民税及び事業税 1,226

法人税等調整額 9,055

法人税等合計 10,281

四半期純利益 41,368

親会社株主に帰属する四半期純利益 41,368
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間

(自 2021年８月１日
至 2022年１月31日)

四半期純利益 41,368

その他の包括利益

為替換算調整勘定 167

その他の包括利益合計 167

四半期包括利益 41,535

(内訳)

親会社株主に係る四半期包括利益 41,535
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年８月１日
至 2022年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 51,649

減価償却費 11,392

のれん償却額 889

貸倒引当金の増減額(△は減少) 30

　 賞与引当金の増減額(△は減少) △779

　 受注損失引当金の増減額(△は減少) △263

受取利息 △27

支払利息 2,081

　 補助金収入 △5,161

固定資産除却損 25

売上債権の増減額(△は増加) △38,960

棚卸資産の増減額(△は増加) △24,433

　 仕入債務の増減(△は減少） △1,867

　 未払費用の増減額(△は減少） △10,512

　 その他 △16,993

小計 △32,929

利息の受取額 27

利息の支払額 △2,081

　 補助金の受取額 5,161

法人税等の支払額 △1,000

営業活動によるキャッシュ・フロー △30,822

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,260

無形固定資産の取得による支出 △6,550

　 敷金の差入による支出 △2,004

その他 28

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,787

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,000

長期借入金の返済による支出 △42,844

　 割賦債務の返済による支出 △466

　 リース債務の返済による支出 △1,757

　 株式の発行による収入 26,061

財務活動によるキャッシュ・フロー △49,006

現金及び現金同等物に係る換算差額 157

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △89,458

現金及び現金同等物の期首残高 286,060

現金及び現金同等物の四半期末残高 196,602
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年１月12日開催の取締役会決議に基づき、2022年１月28日を払込期日とする第三者割当増資によ

る払込みを受けました。この結果、当第２四半期連結会計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ13,030

千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が94,031千円、資本剰余金が38,457千円となっており

ます。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を当

第１四半期連結会計期間の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、設計ソリューション事業における工事監理業務において、従来は検収基準に基づき一時点で収

益を認識しておりましたが、当該業務は契約期間に渡って履行義務が充足することから、契約期間に応じて均

等按分し、収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに

従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりませ

ん。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしま

した。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表

示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12

号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との

契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

セグメント情報

当第２四半期連結累計期間(自 2021年８月１日 至 2022年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
財務諸表
計上額
（注２）

設計ソリュ
ーション
事業

測量事業 派遣事業 計

売上高

　顧客との契約から生じ
　る収益

414,169 100,165 53,738 568,073 － 568,073

　外部顧客への売上高 414,169 100,165 53,738 568,073 － 568,073

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

57 1,469 － 1,526 △1,526 －

計 414,226 101,634 53,738 569,599 △1,526 568,073

セグメント利益 98,716 27,027 11,215 136,959 △91,199 45,759

（注）１. セグメント利益の調整額△91,199千円には、セグメント間取引消去2,044千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△93,243千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更して

おります。

なお、売上高及びセグメント利益に与える影響は軽微であります。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　


